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東海～紀伊半島 短期的ゆっくりすべりの活動状況
2018年1月1日～2020年12月31日
（2020年12月1日以降を濃く表示）

※破線は，フィリピン海プレート上面の等深線を示す．
※赤矩形は，気象庁による短期的ゆっくりすべりの断層モデル（参考解を含む）を示す．

上図の時空間分布図

※短期的ゆっくりすべりの解析には，気象庁，産業技術総合研究所及び静岡県のデータを用いている．
※赤矩形の上に表示されている数字は解析されたMwを示す．
※青丸はエンベロープ相関法（防災科学技術研究所，東京大学地震研究所との共同研究による成果）で得られた
低周波微動の震央を示す．

気象庁作成
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四国 短期的ゆっくりすべりの活動状況
2018年1月1日～2020年12月31日
（2020年12月1日以降を濃く表示）

※破線は，フィリピン海プレート上面の等深線を示す．
※赤矩形は，産業技術総合研究所による短期的ゆっくりすべりの断層モデルを示す．

上図の時空間分布図

※短期的ゆっくりすべりの解析には，産業技術総合研究所及び防災科学技術研究所のデータを用いている．
※赤矩形の上に表示されている数字は解析されたMwを示す．
※青丸はエンベロープ相関法（防災科学技術研究所，東京大学地震研究所との共同研究による成果）で得られた
低周波微動の震央を示す．

気象庁作成
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GNSSデータから推定された
紀伊水道の長期的ゆっくりすべり（暫定）

国土地理院
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観測値（黒）と計算値（白）の比較
（2020/6/1 - 2020/12/10)

推定すべり分布
（2020/6/1 - 2020/12/10)

使用データ：F3解 (2018/1/1 - 2020/11/21) + R3解 (2020/11/22 - 2020/12/10)　※電子基準点の保守等による変動は補正済み
トレンド期間：2017/1/1 - 2018/1/1（年周・半年周成分は 2017/1/1 - 2020/12/10 のデータで補正）
モーメント計算範囲：左図の黒枠内側

黒破線：フィリピン海プレート上面の等深線 (弘瀬･他、2007)
すべり方向：東向きから南向きの範囲に拘束
赤丸：低周波地震（気象庁一元化震源）（期間：2019/1/1 - 2019/12/31）
固定局：網野

観測値：3日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値

Mw 6.0
最大すべり量：6 cm
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cal

推定したすべり量が標準偏差（σ）の 3倍以上のグリッドを黒色表示している。
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D　四国中部の長期的ゆっくりすべり

GNSSデータから推定された
四国中部の長期的ゆっくりすべり（暫定）

観測値（黒）と計算値（白）の比較推定すべり分布
（2019/1/1 - 2020/12/9) （2019/1/1 - 2020/12/9)
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最大すべり量：15 cm
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使用データ：F3解 (2019/1/1 - 2020/11/21) + R3解 (2020/11/22 - 2020/12/9)　※電子基準点の保守等による変動は補正済み
トレンド期間：2017/1/1 - 2018/1/1（年周・半年周成分は2017/1/1 - 2020/12/9のデータで補正）
モーメント計算範囲：左図の黒枠内側

黒破線：フィリピン海プレート上面の等深線 (弘瀬･他、2007)
すべり方向：プレートの沈み込み方向と平行な方向に拘束
赤丸：低周波地震（気象庁一元化震源）（期間：2019/1/1 - 2019/12/31）
固定局：網野

観測値：3日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値

推定したすべり量が標準偏差（σ）の 3倍以上のグリッドを黒色表示している。



九州北部、南部の非定常水平地殻変動（1次トレンド・年周期・半年周期除去後）
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観測値（黒）と計算値（白）の比較推定すべり分布
(2020/6/1 - 2020/12/5) (2020/6/1 - 2020/12/5)
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使用データ：F3解 (2020/1/1 - 2020/11/21) + R3解 (2020/11/22 - 2020/12/5)　※電子基準点の保守等による変動は補正済み
トレンド期間：2017/1/1 - 2018/1/1
　　　　　　（年周・半年周成分は、 種子島周辺は2017/1/1-2019/1/1、それ以外の地域は2017/1/1 - 2020/12/5 のデータで補正）
モーメント計算範囲：左図の黒枠内側

黒破線：フィリピン海プレート上面の等深線 (弘瀬･他、2007)
すべり方向：プレートの沈み込み方向と平行な方向に拘束
赤丸：低周波地震（気象庁一元化震源）（期間：2019/1/1 - 2019/12/31）
固定局：三隅

観測値：3日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値
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GNSSデータから推定された
日向灘北部、南部の長期的ゆっくりすべり（暫定）
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推定したすべり量が標準偏差（σ）の 3倍以上のグリッドを黒色表示している。
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紀伊半島南東沖の浅部低周波微動活動

海洋研究開発機構作成
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海洋研究開発機構作成















地震活動指数一覧 年　月　日2020    12    31

気象庁作成
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（１）静岡県中西部（地殻内）
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（１）静岡県中西部（プレート内）
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（１０）南海トラフ沿い（西側）
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（１１）日向灘
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（１２）紀伊半島（地殻内）
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（１５）紀伊半島（プレート内）
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Obara(2010)
Obara, K. (2010), Phenomenology of deep slow earthquake family in southwest Japan: 

Spatiotemporal characteristics and segmentation, J. Geophys. Res., 115, B00A25, 
doi:10.1029/2008JB006048.
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東海～紀伊半島 短期的ゆっくりすべりの活動状況
2018年1月1日～2020年12月31日
（2020年12月1日以降を濃く表示）

※破線は，フィリピン海プレート上面の等深線を示す．
※赤矩形は，気象庁による短期的ゆっくりすべりの断層モデル（参考解を含む）を示す．

上図の時空間分布図

※短期的ゆっくりすべりの解析には，気象庁，産業技術総合研究所及び静岡県のデータを用いている．
※赤矩形の上に表示されている数字は解析されたMwを示す．
※青丸はエンベロープ相関法（防災科学技術研究所，東京大学地震研究所との共同研究による成果）で得られた
低周波微動の震央を示す．

気象庁作成
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四国 短期的ゆっくりすべりの活動状況
2018年1月1日～2020年12月31日
（2020年12月1日以降を濃く表示）

※破線は，フィリピン海プレート上面の等深線を示す．
※赤矩形は，気象庁による短期的ゆっくりすべりの断層モデル（参考解を含む）を示す．

上図の時空間分布図

※短期的ゆっくりすべりの解析には，産業技術総合研究所のデータを用いている．
※赤矩形の上に表示されている数字は解析されたMwを示す．
※青丸はエンベロープ相関法（防災科学技術研究所，東京大学地震研究所との共同研究による成果）で得られた
低周波微動の震央を示す．

気象庁作成
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（１）静岡県中西部（プレート内）
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（６）東南海
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地震活動指数一覧 年　月　日2020    12    31

気象庁作成
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（８）南海トラフ沿い（東側）
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（９）南海トラフ沿い（三重県沖）
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（１０）南海トラフ沿い（西側）
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（１２）紀伊半島（地殻内）
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（１３）和歌山（地殻内）
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（１４）四国（地殻内）
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地震数 少　　　　平常　　　　多



地震活動指数一覧 年　月　日2020    12    31

気象庁作成
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（１５）紀伊半島（プレート内）
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（１６）四国（プレート内）

活動指数 0    1    2    3    4    5    6    7    8
確率（％） 1     4   10   15   40   15   10   4     1
地震数 少　　　　平常　　　　多
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東海地域（西部） ひずみ変化 時間値 Exp.

300 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

田原福江Ｖ
2.600e-10/day

田原高松Ｓ
-1.700e-09/day

蒲郡清田Ｖ
-1.000e-09/day

新城浅谷Ｓ
8.800e-09/day

浜松三ヶ日Ｖ
3.500e-09/day

売木岩倉Ｓ
8.700e-09/day

浜松佐久間Ｓ
-4.100e-09/day

浜松宮口Ｓ
-9.900e-09/day /5

浜松春野Ｓ
-1.900e-09/day

浜松横川Ｖ
-8.000e-10/day

島田川根Ｖ
1.800e-10/day

掛川富部Ｓ
-3.100e-09/day

掛川高天神Ｓ
-1.100e-08/day

浜松宮口気圧

浜松雨

東海地域（西部） ひずみ変化 日値 Exp.

10000 nstrain
200 mm

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

田原福江Ｖ

田原高松Ｓ
 /5

蒲郡清田Ｖ

新城浅谷Ｓ
 /5

浜松三ヶ日Ｖ

売木岩倉Ｓ
 /5

浜松佐久間Ｓ

浜松宮口Ｓ

浜松春野Ｓ

浜松横川Ｖ

川根本町東藤川Ｓ

島田川根Ｖ

掛川富部Ｓ

掛川高天神Ｓ
 /5

静岡雨

※    

SSE1

SSE1

L

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

SSE3

SSE3

SSE3

SSE3

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

C

C

C

SSE5

SSE5SSE6

M

M

気象庁作成

※面積ひずみは，地震に伴うステップ状の変化を除去して計算している。

SSE1 ：短期的ゆっくりすべり  2020.07.06-07.08
SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.03-08.04
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.05-08.07
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2020.09.04-09.04
SSE5 ：短期的ゆっくりすべり  2020.11.01-11.01
SSE6 ：短期的ゆっくりすべり  2020.11.02-11.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

・気圧，潮汐，降水，地磁気（面積ひずみ）補正データ



東海地域（東部） ひずみ変化 時間値 Exp.

300 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

御前崎大山Ｖ
7.500e-10/day

御前崎佐倉Ｖ
-3.800e-09/day /2

牧之原坂部Ｖ
-4.100e-09/day

藤枝花倉Ｖ
-2.700e-09/day

藤枝蔵田Ｓ
-9.000e-09/day /5

静岡漆山Ｖ
-1.600e-10/day

静岡落合Ｓ
3.900e-10/day /10

静岡但沼Ｖ
7.700e-10/day

富士鵜無ケ淵Ｖ
-2.600e-09/day /2

熱海下多賀Ｖ
-1.600e-09/day

伊豆小下田Ｖ
-1.100e-09/day

東伊豆奈良本Ｖ
-1.000e-08/day /2

南伊豆入間Ｖ
1.400e-10/day

静岡漆山気圧

静岡雨

東海地域（東部） ひずみ変化 日値 Exp.

10000 nstrain
200 mm

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

御前崎大山Ｖ

御前崎佐倉Ｖ

牧之原坂部Ｖ

藤枝花倉Ｖ

藤枝蔵田Ｓ
 /5

静岡漆山Ｖ

静岡落合Ｓ
 /5

静岡但沼Ｖ

富士鵜無ケ淵Ｖ

熱海下多賀Ｖ

伊豆小下田Ｖ

東伊豆奈良本Ｖ

南伊豆入間Ｖ

静岡雨

T

C

C

S

L

気象庁作成

※面積ひずみは，地震に伴うステップ状の変化を除去して計算している。

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

・気圧，潮汐，降水，地磁気（面積ひずみ）補正データ



掛川富部 ひずみ変化 時間値 Exp.

100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

ひずみ１(N177E)
2.200e-09/day

ひずみ２(N087E)
-4.800e-09/day

ひずみ３(N042E)
4.100e-10/day

ひずみ４(N132E)
-2.500e-09/day

面積ひずみ[12]
-4.000e-09/day

面積ひずみ[34]
-3.100e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

掛川富部 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N177E)

ひずみ２(N087E)

ひずみ３(N042E)

ひずみ４(N132E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+181.280

+171.280

主軸方向

伸び

縮み
2.0e-06 strain

C

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ１・２・３の各方向成分から1999年7月1日を基点として算出　

N

ST1

ST2
ST3

ST4

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



浜松春野 ひずみ変化 時間値 Exp.

100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

ひずみ１(N002E)
2.100e-09/day

ひずみ２(N092E)
-5.100e-09/day

ひずみ３(N047E)
-4.000e-09/day

ひずみ４(N137E)
1.000e-09/day

面積ひずみ[12]
-1.300e-09/day

面積ひずみ[34]
-1.900e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
3.0e-07 strain

浜松春野 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N002E)

ひずみ２(N092E)

ひずみ３(N047E)

ひずみ４(N137E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+122.237

+102.237

主軸方向

伸び

縮み
5.0e-07 strain

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

SSE3

SSE3

SSE3

SSE3

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ２・３・４の各方向成分から2003年1月1日を基点として算出　

N
ST1

ST2
ST3

ST4

SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.03-08.04
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.05-08.07
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2020.09.04-09.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ２・３・４成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



浜松佐久間 ひずみ変化 時間値 Exp.

100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

ひずみ１(N135E)
2.600e-09/day

ひずみ２(N045E)
-5.800e-09/day

ひずみ３(N000E)
-6.300e-09/day

ひずみ４(N090E)
4.800e-09/day

面積ひずみ[12]
-4.100e-09/day

面積ひずみ[34]
-1.000e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

浜松佐久間 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N135E)

ひずみ２(N045E)

ひずみ３(N000E)

ひずみ４(N090E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+142.351

+132.351

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

SSE3

SSE3

SSE3

SSE3

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ１・２・３の各方向成分から2000年1月1日を基点として算出　

N
ST1

ST2
ST3

ST4
SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.03-08.04
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.05-08.07
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2020.09.04-09.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ１・２・３成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



浜松宮口 ひずみ変化 時間値 Exp.

100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

ひずみ１(N004E)
1.700e-09/day

ひずみ２(N094E)
-6.300e-09/day /5

ひずみ３(N229E)
-8.400e-10/day

ひずみ４(N139E)
8.300e-10/day

面積ひずみ[12]
-9.900e-09/day /10

面積ひずみ[34]
3.200e-09/day /5

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
2.0e-07 strain

浜松宮口 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N004E)

ひずみ２(N094E)

ひずみ３(N229E)

ひずみ４(N139E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+176.305

+156.305

主軸方向

伸び

縮み
3.0e-07 strain

※    

※    

※    

L

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

L

L

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ１・３・４の各方向成分から2002年7月1日を基点として算出　

N
ST1

ST2

ST
3 ST4

SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.03-08.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ１・３・４成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



静岡落合 ひずみ変化 時間値 Exp.

1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

水平ひずみ１(N252E)
-4.700e-08/day /10

水平ひずみ５(N252E)
3.300e-09/day /2 

水平ひずみ２(N342E)
6.500e-09/day /2 

水平ひずみ６(N342E)
9.000e-10/day

水平ひずみ３(N027E)
-1.700e-07/day /20
水平ひずみ７(N027E)
5.800e-08/day /5 

水平ひずみ４(N117E)
-1.900e-10/day
水平ひずみ８(N117E)
1.800e-08/day /5 

面積ひずみ[12]
-3.000e-08/day /10

面積ひずみ[56]
3.900e-10/day /2 

面積ひずみ[34]
-1.500e-07/day /20

面積ひずみ[78]
5.000e-08/day /10 

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

静岡落合 ひずみ変化 日値 Exp.

20000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N252E)

ひずみ５(N252E)

ひずみ２(N342E)

ひずみ６(N342E)

ひずみ３(N027E)

ひずみ７(N027E)

ひずみ４(N117E)

ひずみ８(N117E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+226.072

+196.072

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ５・６・４の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出　

N

ST
1&

5

ST2&6 ST3&7
ST4&

8

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ５・６・４成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



藤枝蔵田 ひずみ変化 時間値 Exp.

1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

水平ひずみ１(N154E)
3.600e-09/day

水平ひずみ５(N154E)
-1.100e-07/day /10

水平ひずみ２(N244E)
7.100e-08/day /10

水平ひずみ６(N244E)
1.300e-08/day /2

水平ひずみ３(N289E)
-1.300e-07/day /10

水平ひずみ７(N289E)
-1.800e-08/day
水平ひずみ４(N019E)
-4.000e-08/day /2

水平ひずみ８(N019E)
5.500e-09/day

面積ひずみ[12]
7.900e-08/day /10
面積ひずみ[56]
-1.100e-07/day /10

面積ひずみ[34]
-1.600e-07/day /10

面積ひずみ[78]
-9.000e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

藤枝蔵田 ひずみ変化 日値 Exp.

50000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N154E)

ひずみ５(N154E)

ひずみ２(N244E)

ひずみ６(N244E)

ひずみ３(N289E)

ひずみ７(N289E)

ひずみ４(N019E)

ひずみ８(N019E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+201.981

+171.981

主軸方向

伸び

縮み
2.0e-06 strain

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ６・７・８の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出　

N

ST1&5

ST
2&

6
ST

3&
7

ST4&8

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ６・７・８成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



掛川高天神 ひずみ変化 時間値 Exp.

500 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

水平ひずみ１(N198E)
8.300e-09/day

水平ひずみ５(N198E)
1.200e-08/day

水平ひずみ２(N288E)
-2.000e-08/day

水平ひずみ６(N288E)
-1.800e-08/day

水平ひずみ３(N333E)
-1.500e-08/day

水平ひずみ７(N333E)
-6.800e-09/day

水平ひずみ４(N063E)
8.200e-09/day

水平ひずみ８(N063E)
5.600e-09/day

面積ひずみ[12]
-1.900e-08/day

面積ひずみ[56]
-1.900e-08/day

面積ひずみ[34]
-1.300e-08/day

面積ひずみ[78]
-1.100e-08/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-06 strain

掛川高天神 ひずみ変化 日値 Exp.

30000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N198E)

ひずみ５(N198E)

ひずみ２(N288E)

ひずみ６(N288E)

ひずみ３(N333E)

ひずみ７(N333E)

ひずみ４(N063E)

ひずみ８(N063E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+201.402

+171.402

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-05 strain

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ５・６・７の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出　

N

ST1&5

ST
2&

6

ST3&7
ST4&

8

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ５・６・７成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



売木岩倉 ひずみ変化 時間値 Exp.

200 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

水平ひずみ１(N209E)
2.700e-09/day

水平ひずみ５(N209E)
8.500e-09/day

水平ひずみ２(N299E)
-6.800e-09/day

水平ひずみ６(N299E)
-1.200e-09/day

水平ひずみ３(N344E)
-4.300e-09/day

水平ひずみ７(N344E)
-2.900e-09/day

水平ひずみ４(N074E)
5.200e-10/day

水平ひずみ８(N074E)
1.400e-09/day

面積ひずみ[12]
-3.500e-09/day

面積ひずみ[56]
8.700e-09/day

面積ひずみ[34]
-2.500e-09/day

面積ひずみ[78]
2.500e-10/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

売木岩倉 ひずみ変化 日値 Exp.

20000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N209E)

ひずみ５(N209E)

ひずみ２(N299E)

ひずみ６(N299E)

ひずみ３(N344E)

ひずみ７(N344E)

ひずみ４(N074E)

ひずみ８(N074E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+236.242

+206.242

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

SSE3

SSE3

SSE3

SSE3

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

M

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
ひずみ６・７・８の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出　

N

ST1&5

ST
2&

6 ST3&7
ST4&

8

SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.03-08.04
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.05-08.07
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2020.09.04-09.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ６・７・８成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



新城浅谷 ひずみ変化 時間値 Exp.

200 nstrain
30 hPa
100 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

水平ひずみ１(N165E)
2.300e-08/day /5
水平ひずみ５(N165E)
8.300e-10/day

水平ひずみ２(N255E)
-5.500e-12/day
水平ひずみ６(N255E)
4.200e-09/day

水平ひずみ３(N300E)
-6.700e-09/day

水平ひずみ７(N300E)
-4.300e-08/day /20

水平ひずみ４(N030E)
-2.200e-09/day
水平ひずみ８(N030E)
1.400e-08/day

面積ひずみ[12]
3.300e-08/day /5
面積ひずみ[56]
8.800e-09/day

面積ひずみ[34]
-2.800e-09/day
面積ひずみ[78]
-2.000e-08/day /20

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
5.0e-07 strain

新城浅谷 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N165E)

ひずみ５(N165E)

ひずみ２(N255E)

ひずみ６(N255E)

ひずみ３(N300E)

ひずみ７(N300E)

ひずみ４(N030E)

ひずみ８(N030E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+175.000

+145.000

主軸方向

伸び

縮み
5.0e-07 strain

SSE1

SSE1

SSE1

SSE1

SSE2

SSE2

SSE2

SSE2

SSE3

SSE3

SSE3

SSE3

L

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

MM

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ２・３・４の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出　

N

ST1&5

ST
2&

6
ST

3&
7

ST4&8

SSE1 ：短期的ゆっくりすべり  2020.07.06-07.08
SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.03-08.04
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2020.08.05-08.07
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2020.09.04-09.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ２・３・４成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



田原高松 ひずみ変化 時間値 Exp.

200 nstrain
30 hPa
50 mm/day

Jul Aug Sep Oct Nov Dec

水平ひずみ１(N065E)
2.600e-09/day

水平ひずみ５(N065E)
-7.000e-09/day

水平ひずみ２(N155E)
-7.100e-10/day

水平ひずみ６(N155E)
5.100e-09/day

水平ひずみ３(N200E)
-5.400e-09/day

水平ひずみ７(N200E)
-5.700e-09/day

水平ひずみ４(N290E)
-1.000e-08/day

水平ひずみ８(N290E)
-2.300e-09/day

面積ひずみ[12]
1.800e-09/day

面積ひずみ[56]
-1.700e-09/day

面積ひずみ[34]
-1.300e-08/day

面積ひずみ[78]
-6.400e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み
1.0e-06 strain

田原高松 ひずみ変化 日値 Exp.

10000 nstrain

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

ひずみ１(N065E)

ひずみ５(N065E)

ひずみ２(N155E)

ひずみ６(N155E)

ひずみ３(N200E)

ひずみ７(N200E)

ひずみ４(N290E)

ひずみ８(N290E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+168.304

+138.304

主軸方向

伸び

縮み
1.0e-06 strain

SSE1

SSE1

SSE1

SSE1

SSE4

SSE4

SSE4

SSE4

SSE5

SSE5

SSE5

SSE5

SSE6

SSE6

SSE6

SSE6

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ５・６・７の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出　

N

ST1&
5

ST2&6ST3&7

ST
4&

8

SSE1 ：短期的ゆっくりすべり  2020.07.06-07.08
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2020.09.04-09.04
SSE5 ：短期的ゆっくりすべり  2020.11.01-11.01
SSE6 ：短期的ゆっくりすべり  2020.11.02-11.04

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ５・６・７成分から
３ヶ月前を基点として算出　

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ



137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km



GNSS 6

GNSS6 1 1



1 1

1 2020 1 1 00:00 2021 1 3 00:00



1 1

1 2020 1 1 00:00 2021 1 3 00:00



GNSS

GNSS F3
1 3
1 1 1

2005 GNSS

0.5

2005 GPS 68 3 4 P99 104



1997 1 2020 12



1997 1 2020 12



1997 1 2020 12



1997 1 2020 12



1997 1 2020 12



1997 1 2020 12



3 1 8  
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GEONET GNSS F3

GNSS GEONET

SSE

S55E

25 km 0.1 50×100 km

2004 (M7.4) 2011

(M9.0) 2016 (M7.3)

1
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1) Kobayashi, A., 2017, Objective detection of long-term slow slip events along the Nankai Trough using 

GNSS data (1996–2016), Earth Planets Space, 69:171, doi:10.1186/s40623-017-0755-7. 
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